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北海道礼文島における多包虫症の消長と感染期間の推定

ドイ リクオ

土井 陸雄
ナカオ ミノル

中尾 稔
ニヘイ ナオコ

二瓶 直子
クツミ ハルヒコ

久津見晴彦

目的　礼文島における多包虫症患者の死亡動向と島内でのキツネ，野犬個体数の動態を解析し，

多包虫症流行の推移を解析する。

方法　多包虫症による死亡については1948～90年にわたる礼文島民の死亡個票を閲覧し，キツネ

野犬個体数は文献から推計を行った。

成績　死亡個票（n＝3,126）から多包虫症による死亡74例（男：女＝43 : 31，性比＝1.39）を確

認した。患者死亡は1962年初を中央とし1945～75年に分布する集団（n＝67）と1976～90年

の散発例（n＝7）からなり，キッネ個体数は1935年を頂点とするピークをなしていた。

結論　礼文島の多包虫症流行では，感染から死亡までの平均感染期間が26±7年（x±SD），発

症から死亡までの平均有症期間5±5年，感染から発症までの平均潜伏期間21±7年と推計

された。また，10歳以下の小児と働き盛り（26～45歳）の年齢層で性比が高いことから，野

外での遊びや労働が多包虫症感染の最大の要因であることが示唆された。
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